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あるひのこと　 テト は　 ともだちの　 サルの　 まち

サルラに　 いました 。



「じ つはね　 みせたい　 ものが　 あるんだ 。」

サルが　 いいました 。

「な に ？ 」 テ ト が　 ききます 。



「ぼく の　 いえの　 ちかに　 おばあち ゃ んの

けんき ゅ うしつが　 あるんだ 。」

サルが　 いいました 。

「きみの　 おばあちゃ ん　 かがくしゃ 　 なんだっ け 。」

サルは　 テト を 　 ちかに　 つれていきました 。



「こ れ を 　 み せたかっ た ん だ 。 ち い さ く 　 な れる　

きかい　 なんだ っ て ！ 」 サルが　 いいました 。

「や っ てみるね 。 テ ト は　 そこで　 ま っ てて 。」

サルは　 きかいの　 なかへ　 はいっ て　 いきました 。



「サル　 あそこから　 でてく るのかな ？ 」

テト は　 きかいの　 なかを 　 のぞきこみました 。

スポン ！ しばらく すると　 きかいから　 あわの

よ うな　 ものが　 でてきました 。



「じ ゃ ー ん ！ 」

あわの　 なかから　 でてきたのは　 サルでした ！



「ほ んとに　 ちいさく な っ たね ！ 」

テ ト は　 おどろきました 。

「テ ト に　 かたぐ るま　 してもらえるよ ！ 」

サルは　 ちいさく なれて　 よ ろこびました 。



「う わ ー ！ いろんな　 ものが　 おおきいなあ ！ 」

サルは　 おどろいています 。

「そ う ？ 」 テ ト が　 ききました 。



「む しめがねを 　 つかわなく ても　 テト の　 ほんが

よ めるよ ！ 」 サルが　 いいます 。

「テ ト の　 ぼうしも　 かぶれる ！ 」



「テ ト の 　 い ち ご　 あ ま いな あ ！ ち い さ く 　 な る の

っ て　 たのしいね ！ 」

「と ころで　 サル、　 もとに　 もどれるの ？ 」

「… 　 わかんない… 。」



もとに　 もどれるか　 きく ために　 ふたり は

サルの　 おばあち ゃ んを 　 さがしに　 いく ことに

きめました 。



きき ゅ うに　 の っ て 　 しばらく 　 いく と

ボタンやさんに　 つきました 。

「え ？ サル？ なんでそんなにちいさいの ？ 」

サルラたちは　 とても　 おどろきました 。



「ぼく たちも　 あとで　 ちいさく 　 なれる ？ 」

「なれると　 おもうよ 。」 サルが　 こたえ 、 サルラは

とても　 よ ろこびました 。 「や っ た ー ！ 」

よ ろこぶ　 サルラたちと　 サルが　 はなしを

しているあいだ　 テト は　 ボタンを 　 みていました 。



「こ の 　 ボタン　 きれいだな 。」 テ ト が　 いうと 、

「あげるよ 。」と 、おみせの　 サルラが　 いいました 。

「あり がとう ！ 」 テト は　 とても　 よ ろこびました 。



「き みの　 おばあち ゃ んなら　 めがねやさんに

い っ たと　 おもうよ 。」 と 、 サルラたちから

きいた　 ふたり は 、

めがねやさんへと　 むかいました 。



サルが　 おどろく 　 サルラたちに　 せつめいを

しているあいだ　 テト は　 めがねを 　 みていました 。



「こ れ 　 すきだな 。」

テ ト は　 めがねを 　 かけてみました 。



「ぼく は　 これが　 すきだな 。」

サルは　 サングラスを 　 かけてみました 。



ふたり は　 つぎに　 おばあち ゃ んが　 むかっ た

かつらやさんに　 いきました 。

「え ？ ひ ょ っ として　 サル？ 」

「す ごく 　 ちいさいね ！ 」

「い いなあ ！ 」 サルラたちが　 いいました 。



サルが　 おどろく 　 サルラたちに　 せつめいを

しているあいだ　 テト は　 かつらを 　 みていました 。



「こ の 　 かつら　 だいすき 。」

テ ト は　 かつらを 　 かぶ っ てみました 。



「ぼく は　 これが　 だいすき 。」

サルも　 かつらを 　 かぶ っ てみました 。



「き みの　 おばあち ゃ んなら　 いえに　 かえ っ たと

おもうよ 。」 と 、 あるサルラに　 おしえられ 、

ふたり は　 サルの　 いえに　 もどり ました 。



「あれ ？ サル？ どうして　 そんなに　 ちいさいの ？ 」

おばあち ゃ んが　 おどろきました 。

サルは　 いままでの　 ことを 　 はなしました 。



「し らない　 きかいを 　 かっ てに　 つかっ たら

いけないよ 。」 と 、 おばあち ゃ んが　 いい 、 サルは

はんせい　 しました 。 　 「ごめんなさい 。」　

「サル、　 もとに　 もどる ？ 」 テ ト が　 ききました 。

「もどるよ 。」 と 、 おばあち ゃ んが　 こたえ 、

テ ト と　 サルは　 あんしんしました 。



「そ ういえば　 みんなも　 ちいさく 　 なり たい っ て

い っ てたよ 。」 サルが　 いいました 。

「じ ゃ あ 　 みんなを 　 し ょ うたい　 しよ う 。」

さんにんは　 いっ しょ に 　 おしらせを 　 かきました 。



おばあち ゃ んは　 おしらせを 　 ハ ト に

わたしました 。

サルラたちは　 ちいさく 　 なれる　 おしらせを

うけて　 よ ろこびました 。



サルの　 いえの　 まえには　 ちいさく 　 なり たい　

サルラたちの　 ながい　 ぎょ うれつが　 できました 。



ぜんいんの　 サルラが　 ちいさく 　 なっ たところで

おばあち ゃ んが　 いいました 。

「に わに　 いいものが　 あるよ ！ 」

おばあち ゃ んに　 つれられて　 そとへ　 でると

ケー キや　 バナナ 、ぶどうが　 おいて　 あり ました 。



「ケ ー キが　 おおきい ！ 」

「お なかい っ ぱい　 たべられるね ！ 」

ぜ んいんで　 ケ ー キや　 バナナや　 ぶどうを

モリモリ　 たべました 。



「き ょ うも　 たのしい　 いちにち　 だ っ たね ！ 」

「ほ んとだね ！ 」

テ ト と　 サルは　 あすも　 たのしい　 いちにちを

すごすことに　 なり ますが、 それは　 また　 べつの

おはなし 。


